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2019 年 9 月 2０日（金）『ホテルパールガーデン』において

東四国地協第２５回定期大会を開催しました。 

来賓には、電機連合本部より宮 中央執行委員、連合香川より

森会長、電機連合政治顧問 矢田わか子参議院議員にご臨席頂き

ました。さらにマックス朝島推進役、国民民主党代表 玉木雄一

郎衆議院議員 秘書 小笠原様、東四国地協顧問 河村様（四国労

働金庫 副理事長）にご臨席いただき、来賓・代議員・役員を 

含め、計３５名が出席し、201８年度経過報告（活動・決算）、 

2018～2019 年度運動方針補強、201９年度予算など、全

ての議事が満場一致で可決承認されました。 

第 2 号議案 2018～2019 年度運動方針補強に関する件

では高崎代議員（パナソニック 

エナジー労働組合徳島支部）より、 

第 25 回参議院議員選挙の総括に 

向けて、ご要望を頂きました。 

また、第５号議案にて新居栄治連合徳島会長を地協特別常任幹事への委嘱が承認 

されました。 

なお、今年は役員改選年ではありませんが、清水 

常任幹事（松茂加藤労働組合）が退任され、新たに 

仲野 常任幹事（松茂加藤労働組合）に就任頂きました。 

 

 

 

  
 

第 25 回地協定期大会報告 

 

＜ご臨席頂いたご来賓の皆様＞ 

 
左側：邊見代議員 右側：峯原代議員 

＜大会をスムーズに進行して頂いた議長団＞ 

 

要望を述べる高崎代議員 

地協役員 

役職 氏名 出身 

議長 門 裕介 三菱電機労組丸亀支部 

副議長 良田義和 ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｴﾅｼﾞｰ労組徳島支部 

副議長 岡林将知 FSCS 労組 

副議長 尾田賢治 大真空労組徳島支部 

事務局長 土田和樹 三菱電機労組丸亀支部 

常任幹事 前岡勇次 ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｴﾅｼﾞｰ労組徳島支部 

常任幹事 矢藤寿浩 PHC 労組四国支部 

常任幹事 小比賀俊介 
ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ内装建材労組 

香川分会 

常任幹事 岩崎真博 富士通ｲﾝﾌｫﾃｯｸ労組 

常任幹事 桐川直人 
三菱電機ﾋﾞﾙﾃｸﾉｻｰﾋﾞｽ労組 

四国支部 

常任幹事 仲野剛史 松茂加藤労組 

会計監査 中尾大輔 ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ内装建材労組 

会計監査 下 則子 大真空労組徳島支部 

 

 
退任挨拶する清水 前常任幹事 

 

意気込みを述べる仲野 新常任幹事 
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電機連合東四国地協 第２５回定期大会にご参加の代議員の 

皆さん、大変ご苦労様です。 

また、大変ご多忙の中、ご臨席賜りましたご来賓の方々に厚く 

御礼申し上げます。組織を代表し心から厚く御礼申し上げます。 

それでは地協を代表し、一言ご挨拶申し上げます。 

さて、今年は「平成」から新しい「令和」の時代を迎えました。 

日本経済は、戦後最長の回復期とされていますが、米中貿易摩擦や 

欧州の EU 離脱問題など世界経済の減速が懸念されており、直近で 

いけば隣国、韓国との関係悪化の問題なども起こっています。 

その上に１０月からは、消費税率の引き上げなど、回復基調に 

力強さに欠ける展開が続く見通しです。また日本は、急激に進む少子高齢化による医療・年金などの社会

保障制度や、人手不足による経済成長率の低下など、様々な社会問題を抱える状況になっています。 

こうした環境の中、２０１８年度の活動はそれぞれの活動エリアで、多くの役員・組合員のご協力によ

り活動の展開がされました。改めて御礼を申し上げます。詳細は後ほどの経過報告で確認いただきますが、

私のほうから１点触れておきたいと思います。それは政治への取り組みです。今年は統一選挙の年であり、

香川・徳島の両地域において連合との協力の基、多くの推薦候補の当選にご協力を頂きました。その後、

７月には参議院議員選挙を迎えました。電機連合組織内公認候補「石上としお」さんの二期目の当選へ向

け、電機連合の総力をかけて戦い、また東四国地協としても「全力」で支援活動に取組みました。石上さ

んの獲得票数は 192,586 票となりましたが、国民民主党の比例獲得議席３に対し、比例候補順位は４位

となり惜敗という結果になりました。電機連合としても参議院比例代表選挙で組織内議員の議席を失った

事がない中、議席を失うという形となり、非常に悔しく、残念でなりません。ただ香川・徳島での得票数

を見ますと、どちらも石上さんの初挑戦の時よりほぼ倍となる得票となっており、各職場での支持者カー

ド取組みや、支援活動に「全力」で取組んでいただいた結果であると思っております。皆様のご尽力、ご

協力に改めて敬意と感謝を申し上げます。 

現在、結果についての総括は進めているところであります。しっかりと結果を受け止め、政治・政策制

度については我々の事業や生活とは切り離せないことをしっかりと頭に置き、引き続き我々の代表者を選

び、国政へ声を届け、反映させることが大切です。 

また経済成長を支える私たち労働者が「安心」「安全」「安定」した暮らしを実現するためにも、私たちの

代表者である組織内議員とともに、組織力を結集し、社会課題を解決していくことが重要です。 

組合員の政治への関心と、参加意識の向上へつなげるためにも、組合員と議員本人との繋がりを広げ、 

もっと政治を身近なものと感じられるような活動を推進していくことが重要であると考えています。 

次の選挙へ向けてしっかりと準備をしていく必要があると思っております。 

今大会は、２年サイクルの中間年の大会となります。昨年確認いただいた方針に基づき、環境変化への

対応と更なる強化に向けた補強方針の確認となります。電機連合中期運動方針を基本にした６つの柱での

活動展開、また「地協横断的なコア活動」を軸に、地協活動の充実化を目指し、地協としてもこれまで取

組んできました活動を更に充実させて参りたいと考えております。 

最後になりますが、懸命に働く労働者が報われる社会を追求し、雇用の維持・確保、労働条件の維持・

向上、そして電機産業の発展につながる諸活動に、誠心誠意取組んでいく必要があります。 

労働組合の社会的な役割と責任を十分に認識しつつ、地協内での固い連帯の中で、労働の価値を高める 

べく、地協活動を力強く推進していきましょう。 

また、今大会で地協役員が一部交代されます。退任されます地協役員のこれまでの活動へのご協力に 

心から感謝を申しあげたいと思います。 

新たな立場でご活躍されますことを心よりご祈念申し上げ、また引き続き側面からのご支援をよろしく 

お願い申し上げます。 

電機連合東四国地協として、香川・徳島での組織の位置づけ、更に期待を十分に認識し、様々な活動を 

展開しながら役割を果たして行きたいと思っております。 

大会代議員の皆さんをはじめ、組合員のご協力をお願いしご挨拶に致します。ありがとうございました。 

 

 

門 議長 
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